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◆
多
良
木
町
教
育
委

員
会
と
熊
日
は
先

月
「
新
聞
活
用
に
関

す
る
協
定
」
を
結
び

ま
し
た
。
町
内
の

小
中
学
校
が
授
業
で
熊
日
の

記
事
を
二
次
利
用
し
た
り
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
膨
大
な
資

料
活
用
が
便
利
に
な
り
ま
す

◆
教
育
に
新
聞
を
活
用
し
よ

う
と
い
う
Ｎ
Ｉ
Ｅ
運
動
。
近

年
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
運

動
の
一
環
で
今
回
の
協
定
が

実
現
し
ま
し
た
。
県
下
に
は

先
例
が
あ
る
も
の
の
人
吉
球

磨
地
方
で
は
ト
ッ
プ
を
切
っ

た
こ
と
で
も
話
題
に
な
り
ま

し
た
◆
も
ち
ろ
ん
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
先
生
に

恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
一
番

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
文
字
に
親
し
ま
せ

る
と
文
章
力
が
つ
く
と
さ
れ

ま
す
。
家
庭
で
も
学
校
で
も

積
極
的
に
活
用
し
た
い
も
の

で
す
ね
◆
今
年
は
酷
暑
の
中

の
夏
休
み
。
子
ど
も
さ
ん
た

ち
の
宿
題
に
新
聞
で
気
づ
い

た
こ
と
を
毎
日
書
き
出
し
た

り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
す
る
こ

と
な
ど
を
習
慣
づ
け
る
の
も

効
果
的
で
し
ょ
う
。
低
学
年

な
ら
く
ま
モ
ン
の
４
コ
マ
漫

画
の
感
想
と
い
う
手
が
あ
る

か
も
◆
協
定
は
町
と
熊
日
本

社
が
結
ん
だ
も
の
で
す
が
、

手
前
味
噌
な
が
ら
販
売
セ
ン

タ
ー
も
可
能
な
限
り
い
ろ
ん

な
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
新
聞
活
用
に
関

す
る
ご
相
談
は
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
お
申
し
出
を
。（
Ｘ
）

　第９５回全国高校野球記念大会熊本県予選が７月６日に開幕しまし
た。多良木高校野球部は好投手と強力打線を売りに、今大会でも注目
校として紹介されました。また地域の方々の注目度も高く、連日大変
多くの方が球場に足を運ばれて、大きな声援を送られていました。１
回戦では熊本市の古豪との対戦とあって、スタンドは満員になり、ひ
とつひとつのプレーに地鳴りともとれる歓声が球場全体を包みこんで
いました。応援に来られた一般の方は「小さな学校だが、その分私達
が声を出し後押ししたい」と話されていました。地域一体となって取
り組むことの素晴らしさを感じさせられた大会でした。

感動をありがとう！
　　　　　多良木高校野球部

 ７月４日に多良木町奥野の白木神社境内にて、五穀豊穣・無病息災
を祈願する風神祭が行われました。これから先、台風や集中豪雨が心
配され、万一この様な災害に遭遇した時に、少しでも被害が無いよう
にと祈願され、例年同様農作物の豊作祈願に合わせて、奥野地区のご
家族と健康を一緒に祈願し、お参りをされました。当日はあいにくの
天候のため、奥野集落センターにて開催され、式典終了後には祝宴が
開かれました。区長の豊永一義さんは「災害時には、みんなが協力で
きる体制が整えばいい」と話されていました。

風神祭 〜五穀豊穣・無病息災を祈願〜

　あさぎり町岡原南の荒木彩葉さん
（岡原小 4 年生）は、熊日新聞に週１
回（土曜日）発行されている「小・
中学生新聞くまＴＯＭＯ」の会員サ
ポーターをされています。週 1 回程
度熊日新聞編集局から送られてくる、
アンケートや各行事の感想文などを
書かれています。こういったサポー
ターの方の取組みをもとに、紙面記
事ができるとあって、彩葉さんも記
事が載るようにと毎回頑張っておら
れます。会員サポーターになられてまだ日は浅いのですが、すでに 2 回も彩葉さんの記事が本紙に掲
載されました。彩葉さんは「自己紹介や作文を書くのが楽しく、自分の記事が載ると図書券等が貰え
るのでうれしい」と話されています。あなたも「くまＴＯＭＯサポーター」になってみませんか ?

あなたも『くまＴＯＭＯサポーター』
　　　　　　　　　になりませんか？
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多 良 木 警 察 署 だ よ り

( 原稿提供・多良木警察署）

たらぎ文化財カルタ

「太田家住宅」（国指定）　多良木 中原
　太田家は、相良藩の家臣として人吉に住居がありましたが、多良木
に移り農業と酒造業を営んでいたと伝えられています。住宅は江戸時
代に造作されたもので、昭和４８年に国の重要文化財に指定されまし
た。家屋は、寄せ棟造りの茅

か や ぶ
葺き屋根を２カ所折り曲げて、前後に突

出部のある曲屋風の建物です。「ざしき」「あらけ」の部分と「だいど
ころ」「どま」の部分の棟とを平行にして、前後にずらし「なんど」の
部分でつないだ形は、人吉球磨地方の鈎

か ぎ や
屋を代表するものです。内部

の梁
はり

はかなり大きいものですが、柱は細く土壁が少なく板壁の多いの
も特色です。「だいどころ」には、天保十年（1839）製の米びつが置
いてあり、家屋の造られた頃のものかと思われます。

vol.4

◉ 渡る前、必ず止まって右、左
　   車の直前直後の横断は危険

　産業現場等における実習は、
高等部２･ ３年生が取り組みま
した。６月１７日（月）から
２８日（金）までの１０日間、
２２箇所の障がい者支援施設や
事業所で実習に臨みました。途
中、大雨注意報が出たりして気
をもむ日もありましたが、１０
日間無事に終了することができ
ました。実習の度に思うことで

すが、それぞれの職場で、時間をさいて指導・支援をしていただき、
本当に感謝の気持ちで一杯です。今後は、評価していただいたことを、
学校の様々な活動に生かしていくことで、お返しをしていきたいと思
います。また、１年生は校内実習や職場見学をしました。１１月の産
業現場等における実習に向けた事前の学習にもなりますが、仕事の提
供や施設見学をさせていただい
た、事業所や障がい者支援施設
の皆様、本当にありがとうござ
いました。このような産業現場
等における実習・校内実習は、
高等部卒業後の進路を考えたり、
働く力をつけたりする機会とし
て、大切にしている活動です。
今後も、感謝の気持ちを忘れず、
卒業後の生活に必要な力が身に
つくよう努力していきたいと思
います。

産業現場等における実習・校内実習
　　　　（職場見学）に取り組みました
〜２２箇所の障がい者支援施設や事業所の皆様お世話になりました〜

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

球磨支援学校　高等部

◉ 渡るとき、必ず利用 横断歩道
　   横断歩道外の横断は危険

歩行時

◉ 体調万全、
　 運転は慎重に

◉ 危険、急な進路変更

高齢者の交通安全

◉ ヘルメット、しっかり
　 かぶって紐しめて

自動車・バイク
◉ 暗い道、明るい服装、反射材
　  明るい服装と反射材を活用、夜間の
　  黒っぽい服装は危険

自転車

◉ 交差点では、必ず安全確認

園 児 紹 介 むつみ保育園

◉ 車に乗るとき、全席
　 シートベルト着用

ばら組（３０名）　担任：土屋直美先生
　現在園庭で野菜を育てています。水やりなどお世話を交代で行い、
収穫した野菜を給食で食べることで、苦手な野菜を食べれるようにな
りました。また先日お泊り保育を経験したことで、おうちの方と離れ
て、１人で泊まれたことなどから、年長組としての自信を更に持てる
ようになりました。

スタッフ紹介
　熊日多良木・湯前販売センターに新しく
３名のスタッフが加わりました。訪問した
際はよろしくお願い致します。

尾方 美里香 右田 真美 山下 伸介
　熊日新聞の仕事に就
いて日も浅く経験もな
いですが、読者の皆様
方にスピーディーかつ
円滑に情報をお届けす
ることをモットーに、
精一杯頑張っていきた
いと思っております。
どうぞ宜しくお願い致
します。

　この度、熊日をご
愛読頂いているお宅
を訪問させて頂いて
ます、尾方美里香で
す。どうぞよろしく
お願い致します。

　熊日新聞を購読し
て頂いているお宅を
訪問しています。伺っ
たときには、よろし
くお願いします。毎
日暑いですが、頑張
ります !!


